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青森県八戸市立三条小学校

校長 佐 藤 J 忠 夫

堤防マラソンの子どもたち

かんばり強い子の育成

知 ・徳 ・体の調和を

めざした健康教育

1. はじめに

＂朝 のかけあし 、そ の日のスタート＂を合 言築に、

子どもらの一日か始まる。

登校と同時に 、校舎の裏を流れる浅水川の堤防をマ

ラソンコースとして、それぞれの学年の目椋距離に向

かい子どもらは今日も走り続けている。

本校の堤防マラソンか始められてから、既に12年の

歳月か流れている。児童数約千人の規校にしては、規

準の半分にも禍たなし、狭いグラウンドのため、とかく、

運動か不足かちとなる。その悪条件を補い、更に梢極

的な体力づくりを目さしているのか、この堤防マラソ

ンである。

昭和51年から 3か年にわたる 「文部省体力づ くり推

進指定校」か契機とな って、学校だけの体力づくりか

ら、地域の体力つ〈りへと発展したのか、本校自悛の

「親子おはようマラソン」である。これは、紐年4月

から11月にかけて、毎日曜の午前 6時から、親と子か

連れだって、堤防マラソンコースを走ることにしてい

る。当初は、学校を会場としたーか所て実施していた

か、2年、 3年 と年を経る毎に 、会場数が増えて現在

では、学区内六か所で行われている。運営は地域の父

母か中心となって、それぞれの地域状況に合わせたコ

ースを設定して 「親子おはようマラソン」か実施され

ている。子ともの親たけでなく 、希望する方は子ども

かいなくても 、誰でも参加するよう奨励している。冬

は天候や地盤の状況からシーズン ・オフとし ているか、

1月1日は 「元旦マラソン」の名のもとに、学校会場

で盛大に開催されてしヽる。

2. 本校をとりまく地域の状況

八戸市は、青森県の東南部に位謹し、市の北東部は

太平洋に面し、岩手県を源流とする馬渕川及び新井田

川河口に発展した水産業、工業などを産業発展の軸に

躍進を続け、人口24万人を擁する都市である。本校は
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市の西部に位箇する上長地区で、昭和30年に八戸市に

編入されている 。減反政策以前は穀倉地帯で、住民の

多くは牒業で生活を営んでいたが、今日では、児童の

家庭の80%が国鉄はじめ会社勤務等の月給生活者で占

められている。

学区のほぼ中央を東北本線が走リ、八戸駅がある関

係から、八戸の表玄関的役割を担っている地区でもあ

る。

東経141゚30"
北緯 40゚30"

日

太

平

洋

3. 本校の概要

岩手県

4. 学校経営の目標と特徴的な活動例

(1) 本校の教育目標

知育・徳育・体育の調和のある教育を目ざした本校

教育の基本的考えを、ひと目で理解できるよう表示し

たのか、次の 「本校健康教育の構造化」である。

一本校健康教育（プロンズ型）の構造化—

,

v
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明治 9年に開校し、本年で107年の歴史を有してい

る。昭和17年全日本健康優良児童女子日本ーが生まれ

た学校でもある。

28学級 （難聴 2・精薄 1含む）児童数969名である 。

本校の近くには、県立高校、中学校、幼稚固、保育所

等の文教施設か集まっている。

現校舎は、十勝沖地震のため、木造校舎改築を余儀

な〈され、昭和47年に現在の防音鉄筋校舎が完成して

いる。校舎完成からおよそ10年を経過した今日、既に

教室不足をきたし、狭いグラウンドに、更にプレハプ

仮校舎二教室が設置され、従来にも増してグラウンド

が狭くなっている 。校舎構造そのものも、防衛庁サイ

ドの設計とあって 、教育的に 、特に健康面に関しては 、

良好な校舎環境とはいわれない。即ち天井が低いとか、

玄関が薄暗いとかの、多 くの点て、環境的課題を有す

る学校でもある。児童数増加にともな って、近い将米

において、分離校舎の建設か予定されている。
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三条小教育の全体構造

（未来をひらくあすなろの子らを目ざして）

ファ イトでがんばりぬく 三条っ子

企

画

運

営

委

R
会

1. よく学習し進んで体を緞
三

条
えます。

の
2. 思いやりの心を持ちみん

誓
なと仲よくします。

ぃ 3. きまりを守り貴任を果し

ます。

1. じょうぶな子 （進んで体を銅え生命を大
敦

切にする子）

ff 2. 心ゆたかな子 （進んで学杏L心をゆたか

目 にする・(-)

幌
3. はきはき Lた子 （進んで貴(I-を畏 LIL儀,1-

し＼ヽ子 ） 

（教育基本法第一条 ） 教育は、 人格の完成をめざし、平和的な国家及び社会の形成行として、 n界と正員を覺L、償人の緬f"
をた っとぴ、 動労と 責任を璽ん じ 、 自主的精神に充ちた心身ともに饒頃な固 Jもの付成を~ L て ir わなけれはな ら な い、、

（教育法第十八条） 小学校教育の目幌の要約一（敦14教育 ）

I. 正しい社会生活の過応 2. 掘土愛因際坪解 3 衣食仕'U和/l)J'I'鯖 4. ,1しい1日ぶ

5. 散量的事項 6. 自然や科学 7. 饒I~安全 8 豊かな 'U~l 行榮 ． 又約 ）
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(2) 本校の健康教育観

建康教育というと、多〈の方々は、学校保健と体育

だけに重点をおいて、他の諸活動は二の次にしている

と考えかちである。本校では身体に直接的にかかわる

学校保娃や体育にとどまる狭い意味の娃康という 概念

ではな〈、教育活動全般即ち、国民の基礎教育である

小学校教育即健康教育の考えに立っている。即ち教育

基本法にも述べられている通 ＇） 「心身 ともに健康な 児

童の育成」にある 、という 、広い随康観に立っている

のである。したかって、教科教育、道徳、特別活動及

ひ課外活動等、すぺて含めて健康教育の対称としてい

る。

(3) 五つの健康づくり

前項の教育観に立って 、本校では 「五つの他康づ〈

り」という五領域に、主たる活動を分けている。なお

この五領域に合わせた形で、学校の運営組織を進めて

いる。次はその運営組織を構造的に示したものである。

(4ページ参照）

①健康な学習づ〈り

毎日の学習や日常生活の中で物事を研究的に見つ

める目や態度が養われるよう努力している。これを

本校では「健康な学習づ〈り」と呼んでいる。三条

っ子研究もその一例である。

三条っ子研究の発表会

②健康な生活づ〈リ

子どもの生活を、みんなと仲よく、楽し〈やれる

ような心や態度を養 うために 、本校では学級朝会や

全校朝会て「三条の誓い」を誦和させている。声を

出す教育でもあり、 目標意識を高める指碍でもあ

る。

● 三条の誓い

0よ〈学習し、すすんでからたを鍛えます。

〇思いやりの心をもち、みんなと仲良くします。

0きまりを守り、責任をはたします。

③健康な体つ〈 リ

●堤防マラソン （体育部）

● よい歯づく り （保健部）

●肯空給食や白かは給食 （給食部）

からだづくりは、この三部門を柱として上記のはか

いろいろな活動の展開を図っている。特に、よい柏

つくりては、給食後、 全校歯みがき「ノン カノプ、

ノンペスト方式」て実施している。使用した歯ブラ

ンは、本校独自に工夫創案した 「太陽乾媒式」の歯

プラン棚を設備している。又、自からの健康に気を

つける習慣を高めるために 、「他康表示板」も本校独

自なものである。

業間のふれあい活動
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④健康な心づ〈り

思いやり の心を持って、みんなと仲よ 〈生活でき

る子をめざして、子どもどうしが理解し合う 「ふれ

あい活動」の場をもうけている。業間の 「緑と太賜

の時間」に、異なった学年との組み合わせによ って、

仲よ く遊んだり、ゲームに興じたり、フォークダン

スなどを実施している。

⑤健康な環境づ〈 り

恵まれない環境であるが故に、特に児童の環境へ

の関じを高める必要がある。そのための一つとして

「一人一鉢栽培」を実施している。自分達の学ぶ学

校を 「花で美しくしよ う」という 心を育てる ためて

ある。一人一鉢栽培させ、世話をすることによ って、

理科の学習にも役立ち、しんぼう強さや 「やさしい

心」も養われる。秋には、世話をよ〈やった児童に

「あすなろ賞」を与え、励ましとしている。この他
二みぜろ

にタイヤ花壇の世話、 53 0運動等も展開されてい

る＜

5. 健康ノート

6. 

「のぴる力」

以上述ぺた事柄は、本校の活動の概観であるか、多

〈の活動が児童自身のものとならなければならない。

その手だてとして、本校独自の編巣による「のびる力」

という 「娃康ノート」を全校児童に持たせている。こ

れは、諸活動の方法や、児童の記録、更に自己評価に

も役立つようにしたものである。

おわりに

これまでの全国健康優良学校特別優秀校は、環境も

すばらし 〈、それにともな った活動も、模範的な充実

かなされていたが、本校の場合は 「環境の恵まれない

点をいかにして克服していくか」という大きな課題の

もとに展開された娃康教育であるか、まだまだ不十分

で、つたない実践であることをお断りしてお 〈。

表彰を受ける三条小学校

（朝日新聞社提供）

タ

イ

ヤ

花

坦
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めあてをもち、ねばりづよく

心身ともに健康な子どもづくりをめざして

1. はじめに

教育とは心のつなかりがな〈ては成立しない営みで

ある 。小学校教育においては 、その心のつなかりの最

も強いのは学級における毎日の生活・学習である。こ

の学級での営みを基盤におくことが大切であると考え

ている。

そのために、学級担任は学級の構成員である個々の

児童すべてにわたり真のすかたを知っていなければ、

有効適切な教育をすることはできないはずである。

また、小学校時代の子どもたちにとって 、遊び、集

団をつくって遊ぶことの教育的意義は極めて大きいも

のかある 。

さらに子どもをとりまく環境か、子どもたち心身の

発達に慟きかける力もまた大きいものかあると考えら

れる 。

これらの考えのうえに立って、 心身ともに健康で、

21世紀をた〈ましく生きていく ことのできる子どもの

育成をめざしている。

身体の健康だけでは、真に健康な子どもとは言えな

い。体も心も健やかであってこそ真に健康な子どもと

いえる 。

健康で生き生きとした心身か、すべての教育の基盤

となる 、との考えのもとに教育を進めるように努めて

しヽる 。

岡山県川上郡成羽町立成羽小学校

校長 中村順平

2. 地域・学校の概要

成羽町は、岡山県三大河川のうち一番西を瀬戸内海

に注ぐ高梁川の支流成羽川の中流に位罹し、伯備線備

中高梁駅西方約 9kmにある人口約7000人の町で、小学

校 5校中学校 2校をもつ。そのうち本校は、町の中心

で、川上郡の中心でもある。

寛永16年常ヽ州下館より水谷勝隆、 成羽 5万石の城主

として入部し 、従来の御殿を増補修築 して威厳のある

居館と した屋敷跡に建つ児童数394、学級数13(うち特

殊 1)をもつ中規模校である。

学区は市街地か大部分と、その北側台地にある農山

村部からなり、児童数の％は市街地居住である 。

校舎全景
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3. 健康教育にとりくんだ理由

農山村 ・古い城下町の成羽の地域も、社会情勢の変

化か ら夜型生活リズムになりかちで、子どもたちにも

その影評はのがれられす、〈らしのリズムの乱れ、甚

本的生活習慣の欠如も見られだした。その上、 53年～

55年に亘る校舎・屋内体育館建設工事に伴う危険とい

うことも あり 、戸外で遊ぶ子の姿か少くなり、テ レビ

の前で室内で時を過ごすことが多くなってきた。

このこと は心身 ともに健康な千どもづくり ・21世紀

にたくまし〈生きる他康なチどもづく りに 、放ってお

けぬとの反省か校内におこりつつあった。

体位 ・体カ ・運動能力の面からも、生活リズム ・視

力異常 ・う歯の状況などの実態も調査し反省を加えた。

時を同 じくして岡山県教育委員会から55年度56年度

二か年に亘 り、学校保他 ・体力づ〈リの研究指定を受

けたことを契機に、全校あげて、また保護者ともども

研究への取組みを進めてきた。

4. 本校でめざすもの

具体的には

(1) 強しヽからだをめざして、ねばり強くからだをき

たえる子

① めあてをも って、力い っぱい運動する ことか

すきな-(・

② 友だちと助け合って、運動する楽しさのわか

る子

③ 紐康で毎日の生活ががんばれるように、保健

安全の習慣を身につけた子

(2) 進んで、学習にとりくむ子

① よ〈聞き、よ〈考える子。

② ひとりひとりが、目あてをも って学習にとり

〈み、問題を解決しよ うとする子

(3) すなおで、思いやリのある子

① 思いやり をもち、助けあい励ま しあって生活

する子。

② 基本的な生活習慣を身につけた子

教育課程全領域によ って健康な子どもづく りをめざ

した。

5. 地域の協力

すすんで体力づく りと

保他の習tnづく りをす
る(-どi

健康生活の実践

鮭康安全の態度

教育 ことに健康教育は、父母 ・PTA・学校医を

はじめ地域の人たちの理解と協力な くしては実効を上

げることは不可能である。

父母 ・PTAにもあらゆる機会をとらえ、実態を知ら

せ、学校の考え方や取組みのようすを理解してもらう よ

うに努めた。

PTA総会 ・授業参観日 ・学級懇談日 ・役員会 ・成小

だより ・保健だより ・学級だよりなどあ らゆる場を通
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して訴えた。

oPTAの活動

まずPTAが「なんとかしなければ」と活動を始め

た。校地の南側に隣接する鶴首山城趾の麓の町有林

950m'を町から借り受け、自然の中でチどもたちをの

ぴのびと遊ばせようと 、古軍柱 ・古タイヤなど資材

を集め、労力を奉仕して美しい自然の林の中に、親た

ちの手作りのアス レチ ソクが完成したのは、 55年12

月22日小雷の舞う寒風の中、 PTA全員作業の日であ

った。

• 、、• ヽ

労力査金の協力にとどまらず、保健学習の衣料の

提供、生活リズム点検への協力、家庭における基本

的生活習慣の指＃などへの理解も深まり協力の動き

が出てきた。

0 地域社会体育• 町民スポーツの振興

町当局・教育委員会もスポーツ振興に積極的に行

政努力をされ、スポーツ少年団は、剣道 ・柔道 ・野

球の3少年団か結成され、週 2回の練習、親子競技

会の開催などにも盛り 上かり をみせ、それを受け57

年度総工~ l億9千万円の町立武道館の建設をみた 。

スポーツ少年団

武道館

また体育の日の行事として、全町を12チームに地

区分けしての町民スボーツ祭が開かれ、保育所 ・小

学生から老人クラプまで町民一体盛大にしかも和気

あいあいの秋の一日を過ごすことも恒例となってい

る。

ス

ポ

ツ

祭
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6. 教育活動の内容

0薄着生活の奨励

皮ふの鍛練 ・体温調節機能の向上をめざし登校し

た者から全員ショート バンツ ・スポーツシャツに着

替えて朝の業前運動なわとび、持久走など学級での

計画によ って運動場にとび出す。取組み後4年経過、

かぜによる学校学級閉鎖もなく、出席率も大いに向

上してきた。

〇じぶんで課題をも って挑戦する楽しい体育学習

題材の目標を分解し、多くのステ ソプを組立て、

自分でめあてをもち、ねばり づよく励まし合い支え

合いよろこび合える体育の授業研究を進め、体育ぎ

らいの子をなくし、生活の中でも自ら進んで練習に

励むよう体育の生活化をめざす。

指導例

一日平均欠席数

S 54年度 6.8人

S 55年度 6.2 

S 56年度 6.9 

S 57年度- 6.0

薄着の子ども

第 6学年 体育科学習指導案

1. 題 材 鉄棒運動 （腕立て前転を含む連続技）

2. 目標

体 力 技 ム月ヒヒ 能し、 度

0腕立て前転を含む連続技が調子よくできる。 0自己の能力に適した課題をもつ。

0安全に留意して運動する。

0互いにはげまし合い助け合って運動する。

3. 指導計画

1 (本時） 2 3 4 5 6 7 8 

・自分のカ ・障害走を • 一台のハ I • 60mの中にハードル • 60m走の
障

を知り腕 して自己 ードルを
・ニ台のハー ドルを素

をおいてリズミカル 記録をと害 早くま
走 15- 立て前転 の課題を 素早〈ま たぎこ に素早く走る練習を り競争す

• 発表会を
を含む連 もつ。 たぎこす。 す。

する。
する。 る。

鉄
続技を組

・腕立て前 ・連続技を調子よくで25-
み立てる。

転の練習 きるように練習する。 ・学習の反
棒

をする。 省をする。
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6年鉄棒練習カード
ぽくの

わたしの
連続わざをつ〈ろう （

できる技

上がる技
できた

まわる技
できた
おりる技

できた
ら0 ら0 ら0

とび上が つで立て 前回り
I) 後転 おり
片足逆上 つで立て後） っしろ
か・ 1) 転 （連続 おり
両足逆上 ュ削で転立て ふりとびがリ
けんすい つで止て前 ひこっき
逆上がり 転 （連続） とび

□ 
1 2 3 4 5 

今め
日あ
のて

であ
きい
<••

胄そ
ムロ の
ぃ他

0交流協力の輪を広げる縦割の業間あそび

日課表に毎日30分間の業間あそびの時間を位

置づけ、月 ・水曜を縦割りグループ業間とし、

1 -6年全員を 7グループに編成。前週金曜放

課後にもつリーダー会で、子どもたちが計画考

案した遊びを共に楽しむ。たての集団遊びの助

長と、遊びの地域への広がりを願い、外遊びの

できる ・外遊びの好きな子どもの育成を図って

いる。金曜は学級を単位にした業間遊び。火・

木曜は自由業間とする。

r.: 

腕立て前転のしかた

伸膝の場合 屈膝の場合

業間あそび

0一輪車による平衡感覚全身運動の奨励

57年度一綸車38台の寄贈を受けたことにより、

子どもたちは興味をもって熱心に挑戦し、乗り

こなせる人数はどんどん増加して遊びの中に定

着し常時活用されている。全校394名中少しでも

乗れる者を含めると約70%は乗れ、 5・6年生

では体育授業にも取入れ、はとんど全員乗りこ

なすまでになっている。

• 遊ぴの種目とローテーション表

水

泳

教

室

一 輪 車



12

0水泳教室の実施

毎年夏休み第 1週 7日間をあてての水泳教室を実

施。 3年生以上の中で25m泳ぎきれない者を抽出し

保護者の理解と了承をうけ、 3段階22のステ ・ノ プを

もつプログラムを立て、全員それによって指群する。

毎日90分 4人の教師が分担し指森に当たる。

プ ロ グラム

比
臼
9
l
 

ゃ又にヤ 内容 （すべて大プールにて指if!,)

〈りを進めるために、ます学校内にすなおな挨拶の

輪か広がるように努めた。交流の出発は挨拶にある。

そして対話の機会を多くする工夫、学級の組織やふ

んい気づくりを図ってきた。

その基盤となる個々の子どもの生活心情不満なや

みを知るための生活日記指導・文集づ〈リ ・学級通

信の発行などに努力を続けた。 このことはまた教師

と父母、学校とPTAの心の交流にもよい結果を生み

出してきている。

1, 体がぬれる11.ンャワーをあぴながら 「ハッ」 と＼ヽう
（水に恨れる ） 2. 水かけ っこ

3. 四つんばい歩き （ぞう、うま、きりん ）

4 . 屑に手をおいて並車ごっこ

5. 水中ボートポール

6. 四つんばい歩き （かば・顧を半分つけ

る）

2. 頭がつかる I7. 龍卓ごっこ （怜を〈ぐる ）
8. ジャンプしてできるだけ多く手をたた

きながらしゃがむ

9. 輪くぐりリレー

（輪を水面に浮かぺる ）

10. 沈んだポール附きかえリレー

II. 水中ジャンケン

3. 体が1ポから 12. 馬とぴ （二人組）

離れる 13. 沈みっこ （水中にらめっこ、息をは く、

あぐらをかく、忍者ごっこ）

14. だるま浮き （ひざをかかえる ）

15, だるま浮き

紅の子浮き （手足をちぢめる ）

16. だるま浮き

〈らげ浮き（足首をもつ）

17. だるま浮き

大の字浮き （力をぬく ）

18. だるま浮き

ふし浮き （力をぬく、蔽底させる ）

19. けのぴ（だるま浮きから壁をキ ック）

（プール横コースを使い距離を伸ばす）

20. 輪 〈ぐり（輪をたてる ）

21. またくぐり （三人一組）

22. おにご っ こ （ ねことねずみ… • ••手 の上、

下どちらをく ぐってもいい）

0学校保健委員会の活動

学校 ・学校医 ・歯科医 ・薬剤師 ・PTAによる学校

保健委員会を組織し、定期的 （学期一回）及び臨時

に会合をもち、医学的専門的な指辞助言を得なから

健康教育にホ唆を与えてもらい推進している。その

会での協議内容は、学校たよリ ・保娃だより ・PTA

新聞また各会合などで個々の家庭への浸透啓もうを

図っている。参観日・ PTA総会の日程の中に、校医

による講話なども取入れ理解と慈識づけに大へん役

立てている。

7. おわりに

本校の健康教育は、狭い意味での体力づく りや保健

活動ては決してない。また欠陥や凹みを見つけての対

症療法的教育活動ではない。

父母と学校か一体となり、心身ともにすこやかな子

どもを育てるためできるかきりの実践努力を傾けるこ

とを 、地道に継続してきたにすぎなし、0

この営みに対し、はからずも勉康俊良学校全国特別

優秀校の栄巻を受けた ことを心から感激感謝している。

この道に自信と誇りをも って、倦まずたゆまず成羽

の子どもたちのために努力を続けなくてはと決意を新

たにしている。

（完）

58年度対象児童 3年30、4年17、5年15、6年 1

名計63名。実施最終日25mを泳いだ数20、20-15m

14、10m程度16名と大いに成果があかった。子ども

自身は勿論父母からも大へんよろこばれている。

0心の交流を図り、ひとりひとりが生き生きと活動す

る学級、学校づくり

学級担任と子ども、 子どもどうし 、先生と父母か、

常に心の交流を深 くして生き生きと活動する学級づ
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校舎全景

山梨県西八代郡下部町立古関小学校

校長 伊藤 国

児童の保健活動から

地域ぐるみの健康づくりへ

丈夫で明るい元気な子ども をめざして

1 • はじめに

本校では、 小学校段階においても、保他教育の中軸

は保健学習であるという考えにた って、過去 8年間、

保健を校内の研究テーマの一角に必ず加えて継続研究

を行ってきた。

昭和51年度以来、茨城大学小倉学教授の提案する六

領域の共同研究の母体となって、 51年度は 1年から 6

年までの18時間、 52・53年度も年間10-18時の保撻授

業を実践 ・検証し、 54年度には郡学校保健会の指定を

受けて郡下に公開した。その実践は「小学校保健教育

計画の実践」 （ぎょうせい発行）にまとめられている。

55年度は足うら調査、体力判定を実施すると共に、学

校保健委貝会、保建其会、姿勢の体操等に力を入れ、

56年度よりハダシ教育に踏み切り、 57年度は学校保健

委員会に全PTA会員か所属することになった。

57年12月、カリフォルニア州立大学ジョン ・フォダ

ー教授が、小倉教授と共に来校されて全校の保健授業

を参観されたりした。

58年度は、学校保健委員会の延長に家庭保健委員会

学校保随委員会
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を設窟し、地域〈るみで健康問題を考え、学校を中核

に実践を栢み重ねている。

2. 地域の概要

古関地区は、昭和31年の町村合併によ って旧古関村

から下部町古関となった。地区の八分通＇） は山地て占

められ、山峡の悪条件下で生活か営まれている。

人口1142人。全耕地面積は158ha程で、 1戸当たりの

平均耕地而柏はわすか3.9aの典型的な零細股業地帯で

ある。急速な経済の発達と、それに伴う変動は、地区

の生活構造を大き〈変えた。林業経営の不振、養蚕の

凋落によ＇）青年 の殆どは他出し、 一家の生計の柱であ

る男性は、現金収入の道を求めて、少数の公務員 ・勤

め人を除いては、なんらかの形で出稼ぎか、または他

地区へ勤めに出て生計を立てている。

時代の波をうけて、児童数も毎年減少の一途を辿り、

一時400人を突破した児童数も現在52名。3分教場も廃

校とな って 、スクールバスが遠隔地の児童を送迎して

いる現状である 。

3. 古間小学校の子どもの実態

文化的剌激の乏しさと人口構造のアンバランス等、

生活環境の悪条件にもかかわらす、子ども達は素直て、

明る ＜、元気いっばいに毎日の学校生活を送っている。

これは、きびし〈も清らかな自然、人情味豊かで平

和な山峡の生活、 温い家庭のふん囲気に育まれている

せいであろうと考えられる。ところで、本地区は無医

地区であり、 1週間の中、 1,秘日 3日、しかも午後、診

療所に通ってく る内科医の診療に穎っている。医師の

いない不安な地区で「病気にかかる前にかからぬ工夫」

「自分の健康は自分で守る」という意識を高めること

が、 何より も大切なことになっている。ここに、教師

躾団の目か向けられ、教育活動のあらゆる機会をとら

えて、知識と習慨を身につけさせるための指甜か、ね

ばり強く続けられてきたわけである。

4. 学校の教育目標

(I) 本校の教育目標

①丈夫で明るい元気な子ども

②すじみちを立てて考え、進んで勉強する子ども

③互いに仲よ くはげまし合う子ども

④きまリを守り、つとめを果たす子ども

⑤創るよ ろこび、慟 くよろこびを知る子ども

(2) 学校経営の基本方針

①教育課程の内容を、具体的、実践的に編成し、

運営に当た っては弾力的に実施し、その成果を

あける。

ィ．教育内容を精選し学習の焦点化をはかる。

ロ． 学習のねらいを明確にし、ひとりひとりの

学習の成立をはかる。

ハ，学習活動の多様化 （教育機器の利用）につ

とめその質的向上をはかる。

②職員全体の連帯性、創造性によ って教育実践の

充実をはかる 。

イ．チどもの個性を雑重し、愛情をも ってひと

りひとり の指導にあたる。

ロ．体力づ〈 りを推進し、子ども の他康保持の

確立をはかる。

ハ．小規校校につくられる問題点を明 らかにし 、

運営の万全をはかる。

③教育環境の炉備を強化する。

イ．人間葬頂の教育環境をつくる ため父母、地

域、その他の関係と の協力体制を確立する。

ロ．物質環境の整備をはかる。

5. 特徴的な保健活動の概要

(1) はだし教育

足うらの実態

現代っ子に多い扁平足、土ふまずに注目しよう 。

あんよか下手な現代人、などい〈つかの新聞でとり

あげたこの問題に本校か取り組んだのは、 56年 3月

である。全校児童の足うら調査を行った結果、両足

未完成者52%という実態が明らかになり、以前から

土ふまずの形成には、ハダシがよいことを保健雑誌
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で読み実行の時をまっていたか、学校保他委員会や、

PTA総会に提案して大賛成を得たことから、暖か〈

なる 4月をま って実行にふみ切った。以後 3年間 4

月から11月までハダシの生活をしている 。 1年に 2

回足うら調査をしてその効果をみている。

I • 

はだし の運動会

その記録を図示してみる。

(2) 保健集会

本校では47年こ ろより、全校児童を対象に保健集

会を開いている。

右記のような指森案によ って45分間保健康ljや、 0

HPを行っている 。基準は管理目標にそ っているが、

歯の健康、冬の衛生等は疾病も多いので回を重ねて

実施している。子どもに興味をもたせ、その間に知

識を学ばせたいと考えて劇を取り上げたか、同 じテ

ーマで、毎年同し劇を くI)かえ したのでは、子ども

の興味が薄れてしまう。そ こで脚本は年々新しいも

のを創作している。練習をする保健部員の努力と苦

労も大変だが熱心にと り〈み効果を上げている。

／ 

、-I ( .I 
如-'--.' -

t:f. ; ~·n,· 、
2月保撻集会パック

集会の展開

活動の内容

1 . はじめのことば

2. 保健集会のうた

3. 耳の 日にちなんで

4. OHP 耳を大切に

指導視点

集会のねら いについて

3月のうた、2回うたう

耳のたいせつさ、よみもの

耳の大切さをOHPをと

おし て視覚する 。

しよう I 1年間の研究された保
劇 ・健康生活の反省 健学習を発表して劇化

5. 保健学習の発表

6. 教師の感想

7. おわり のことば

する 。

2月の保健学習のエキ

ス、 1学年 2, 3分

2年担任

保健部

耳の健康保健集会
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(3)保健学習

小学校の段階においても保健教育の中心は 「学級

における保健指＃の悔底」であるという考えにた っ

て、教育内容の構造化に努力してきた。

F
,
t
q
 

4年・息の通り道の授業

学校で児童の他康を保持増進させてい〈ためには、

健康生活能力を発達させる機会をとらえた保健指導

か大事であるか、学校でしか果たせない、健康に関

する科学の成果を学び、それを将来の随康生活にお

ける判断と行動に適用する能力、態度を育てる学習

が中心になるべきと考え実践している。保娃学習は

自主性を育て、人問性豊かな児童の育成をめざす教

育の基本ともなる重要な分野であると考え ている。

(4) 自作の歌

本校では人間性豊かな子どもを育てるために心に

張りをも って学習できる心の健康に力を入れ「丈夫

で明る い元気な子ども」を育てるために自作の歌を

何曲もつく って学習効果をあげている。そうじの歌、

保健集会の歌は児童か口ずさみ、かぜの歌、はみか

きの歌や耳の歌などは、月の歌として全校で歌うよ

うになっている 。そうしの歌は、鉗日 15分間清揺の

時かけ、とまると消掃かおわりになるように仕組ま

れてしヽ る 。習慣でレコードかかけられなしヽ時の消掃

は生き生きとした消掃かできないような感かあり、

みんなに親しまれている。

(5) 姿勢の体操

人間の骨格の主要な部分である背筋、このゆがみ

は娃康にさまざまな悪影響をおよばすということか

ら、本校では、正常児にはよい姿勢の保持、既にゆ

がんでいる児童には矮正で簡単にできる方法で、自

作テープレコードにふりつけ実施している。みんな

か体操をし、また体操することで姿勢への関心の動

機づけとし、家族で続行することに心かけさせてい

る。時間は 3分32秒で火曜日と木曜日の 1校時の休

み時間を利用して行っている。今後は目のグリグリ

体操も、時間をと っておこなうことにしている。時

間を確保して継続することか大切であると考えてい

る。
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姿勢の体操

①首の運動 （準備運動）

肩をさげる〈せ、首をちぢめる子どもたち。

まっすぐ首の位置をおくことに気づかせる。

②上体後方そらし

背筋に力を入れ胸をひら〈 。背が相当にいたいか

がまんして天井を見るようにする。

③体ナイフ状維持

腹に力を入れ背をのばし、たまたま腹筋にうんと

力を入れにくい足をそろえて上げる。

④体の側屈

胸筋、背筋をすばやく緊張させる。

からだがぐらつかないようにする。

⑤腕、背面のあやかけ

両手の指先きか背中で合わせられるようにする。

左右のちがいに気づかせる。

⑥上体ひきのばし

かかとを上にあげず体をのばす。

かえした手でぐーんと上にのばしきる。

かかとを上げず下から地下にひっぱるかんじにす

る。

⑦深呼吸

しずかに呼吸し、心をおちつける。

あごをひく 。下腹を出さず自然に直立する。

答辞をのべる占関小学校若狭ゆりさん

（朝日新聞社提供）

6. あとがき

本校PTAが、16年前から発行している文集 「はたぎ」

の創刊号に、 「はたぎは母木。子を蓑う基。休みなくカ

を新しい生命に与え、人知るも知らざるも黙々として

朽ち果てるまでその営みを続ける―。」 とある。

大きな廿をいただいて思うことは、長い歳月、本校

の教育を守り育てて下さった方々の教育愛に燃えた腺

い力である。

職員も努力した。児童たちも、教師の願いや要求を

素直に受けとめ、生き生きと活動した。そしてPTAも、

各家庭で多彩な実践を積んでくれた。そうした力の総

和か、この栄瞥をも たらしてく＿れたものと 信ずる。今

回の受甘が大きな責任を伴うことは言う までもない。

人の和を根底に、地域ぐるみの建康を推進する長い道

が私たちの前にある。怠惰は許されなし 9。いよいよ積

極的に、研究的に、地域の皆さんと共にこの道を進も

うと決意を新たにする次第である。

i_,-

式典前日グループに分かれて与えられた

テーマについて討論 （朝日新聞社提供）

式典後リーダーの指祁で合唱するくつろ

ぎの一時 （朝 日新聞社提供）
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仙台市小野学園清水幼稚固

園長 小野和 子

固舎全体

テーマ 「個と集団」

当固は仙台市東部市街に位置し、小学校裏隣に開圏 友達づくり、遊びの創意工夫、暖かい人間関係をつ〈

16年目 を迎える私立幼稚園であります。近年、教育の るために、いろいろなトラプルがあって も、経験や体

荒廃が叫ばれ、大学から高校、高校から 中学へ順次底 験を通して得ないと身につかないのではないかと思う

辺の方へ向かって降りて来たようで、非行問題も低年 のです。

令化していると聞いています。幼児にと って幼稚園は どこの幼稚園にでも教育目標かあるように当園でも

集団生活の第一歩としてスタートしていますので、幼 次の五つの目標を教育目標としてかかげております。

児教育の重要性に大いにかかわってく ると思います。 1 . 健康な子ども

一人の子どもか家庭とい う温室の中で育てられ集団 2. 他人に迷惑をかけない子ども

の中でどう子ども同志かかかわり合ってく るかか大き 3. あいさつのできる子ども

な問題になるのである。 4. 考えて行動する子ども

昔からの諺に「三ツ児の魂百までも」その性格なり 5. 意欲を持つ子ども

生活習慣が小さい時からのものとして身について〈る。 上記の子ども像を描いて保育を進めております。実際

そう思うと責任重大な仕事として懸命に努力しなけれ 保育の場で、悪い事は悪いと A先生B先生どの先生も

ばなりません。 同じ。何故そうなのか子ども達に考えさせ、子ども達

そこで当園では、その年令に即した「個の確立」「集 自身に気づかせる事が必要のようである。そうする事

団の中での個のあり方、生かし方」たとえ3オ児であっ により、集団のルールは上から押しつけのものでな 〈

ても一人の人間として尊重し励まし自分の力で最後ま 干ども達自身の問題意識を持ち、はみ出しをやると他

でやろうとする気持を大切にしています。ここで一番 の子どもから注意を促される。友達同志から云われる

子ども達の活動する時に大切なのは 「集団のルール」 と自分の悪い所は直さざるを得ない。そのためには、

になって来ます。自分勝手な事をするとどうなるのか？ 何よりも教師陣の話し合い、意志統ーが前提条件なの
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は当然であリます。

.L 

集団ルールの場

幼稚園は、た 〈さんの行事か組まれております。運

動会を一例にあげると 、当園の恒例縄飛びリレーがあ

ります。五才児全員か縫とびをしリレーで勝負をつけ

る演技なのです。

子ども達は年長組とし てのプラ イド を持っており、

年中組時代から年長組にな ったら、縄とびリレーをや

るんだという意気ごみがあるのです。戸外でひと跳び

ずつ毎日毎日自分から進んでやるのです。当然個人差

はあるが運動会の日、大勢の観衆の中から 「00ちゃ
んがんばれ一」という声援を受けて、自分の力をあり

ったけ出して頑張っている子ども達の姿は私の脳裏か

ら離れません。涙ぐみながら典前して「あれよあれよ」

と云っているうちに全員跳び終え観客から大きな拍手

を受けどの子も自信と充実した気持でいるのが、じー

んとこち らまで伝わってくる ようです。

何をするにし ても自分の頑張り を最後ま でやったと

いう満足感、苦しいけれど完成した時の喜び、大人も

子どもも同じ気持ではないでしょうか。

縄と びの練習

小さな事でも鉗日の栢み重ねが大きな努力となって

実を結ぶ、そして次のものに挑戦してみようという気

持を育てるのではないでしょ うか。

ピタ ミンのと り方は個人差があるし、某団生活の中

で全員肝油を飲み、体を鍛え、いろいろな事に挑戦し

ていこうという気迫か感じられます。最近骨折事故が

多発し ているので、骨身のある食事をと云っています

しかしなかなか子ども達は偏食が多く思うように行き

ません 。 「先生肝油は薬だよね~I」「 ええそうよだから

1日1粒かかさず飲む習慣をつけましょう」と話して

おります。「先生カワイの肝油ドロ ソプは？」と時には

催促される くらい楽しみのようです。 どの子もにこに

こ肝油を飲み元気そのものです。今年も健康優良児の

審査の結果、最俊良児が出ま した。 2年連続です。園

内喜びでいっぱいです。また、私の圏と親しい園にも

三年前肝油を勧めま した。その固からも一つの楽しみ

肝油 くば り

肝油をたべる時の表情

が出来たし、遊びも一段と活気づいたと喜ばれており

ます。

私も一粒の肝油を口にしながら、1日の保育の反省

をしている毎日です。



昭和58年度 健康優良学校

大規模の部 (19学級以_!・.)

全国特別悛秀校

全国優秀校

全国役秀校

全国悛秀校

全田俊秀校

青森県八戸市立三条小学校

神奈川県小田原市立洒匂小学校

愛知県一詞市立大和東小学校

埼じ県川 l」市立並木小学校

栃木県黒磯市立黒磯小学校

中規松の部 (7-18学級）

全国特別俊秀校

全国俊秀校

全国俊秀校

全国役秀校

全国役秀校

岡山県川 l•.m;成羽町立成羽小学校

否川県大川郡大内町立管水小学校

岐阜県揖斐郡池川町 ぷ燐仇組合立養）l、小学校
砧山県中新川郡I・.iii! 町立白川小学校
祈糾県西苅原郡弥彦村立弥彦小学校

小規位の部 (6学級以下）

全国特別役秀校

全国俊秀校

全国俊秀校

全国俊秀校

全国俊秀校

山梨県西八代郡下部町如｛」関小学校

涵山県婦負郡烹霜IHI学校組合立1名谷小学校
石川県抑11郡志賀町立上熊野小学校

沖縄県中珀郡与那城村立桃原小学校

向崎県北諸県郡三股町立-~,;村小学校
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